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ハブ捕獲数は財政上の関係で１，２００匹分で推移しているが、ハブ咬傷事故は増えていない状況にある。またハブの異常発生も抑えら
れている。今後も引き続き啓もう活動を推進する。

⑧写真及び図
面

1,200 1,200

実　績 1,450

3

ハブ買上（匹）

目　標 1,200 1,200

３２年度
目標値

（３７年度）

ハブ咬傷事故件数

目　標 1 0 0 0

実　績

平成３１年度
１匹、２，０００円で買い取り事業。ハブの異常発生を抑制し、ハブ咬傷事故を無くす目標。年間１，２
００匹程度。

平成３２年度
１匹、２，０００円で買い取り事業。ハブの異常発生を抑制し、ハブ咬傷事故を無くす目標。年間１，２
００匹程度。

⑦成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）
基準値

（２９年度）
３０年度 ３１年度

特定財源名 （a）または（b）の名称 （c）の名称
過疎債ソフト分事業、ハブ売り払い

収入

⑥事業計画

年度 実施する具体的な事業の内容

平成３０年度
１匹、２，０００円で買い取り事業。ハブの異常発生を抑制し、ハブ咬傷事故を無くす目標。年間１，２
００匹程度。

計(a～d) 2,895,000 3,023,000 2,923,000 2,923,000 2,923,000

(d)一般財源 327,000 327,000 327,000

(c)地方債等 2,895,000 3,023,000 2,596,000 2,596,000 2,596,000

(b)県費

(a)国庫

④実施方法  　 ■直接実施　　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　■その他　（　起債　）

⑤事業費
【単位:円】

　28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

財
源
内
訳

事業実施
（予定）年度

H30～H32
基本計画の該当個所 施策の柱２２－６

③事業内容

町内のハブを捕獲することで異常発生を防ぐことで、咬傷事故を無くし安全な社会環境づくりを目指す。

【暮らす】施策の柱２２

①予算事業名 ハブ捕獲買上事業 予算科目 ４－１－３－５ 基本構想上の位置づけ
上段：「島づくり目標」
下段：「施策の柱」

安全な社会環境づくり

安心して暮らせる島づくり

②担当部課名 環境保全課


